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鶴岡市社会福祉協議会

　鶴岡市社協3計画（地域福祉活動計画、発展・強化計画、事業経営計画）第3期（令和3年度から令和7年度）の
初年度として、それぞれに示された課題を計画的に推進しました。

重点事業報告
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・�「発展強化計画第3期」に基づき、組織運営と組織体制の強化やガバナンス（組織
統治）、労務管理体制の強化を進めました。
・�本部事務局移転について、建物改修工事に向けた実施設計を行い、発注準備を計
画的に進めました。

1 法人運営の充実・強化

・�「鶴岡市地域福祉計画」と連動し、地域福祉活動計画「おだがいさまのまちづく
り計画2020」に基づいた活動を進めるとともに、各地域ごとに作成された「地域
支え合いプラン」に基づく地域の活動を支援しました。
・�各福祉センターの職員を地域福祉ワーカーとして位置づけ、個別支援と地域支援
を行うコミュニティソーシャルワークに重点を置いた活動を行いました。
・�災害ボランティアセンター研修会を開催し、有事の際に関係機関、地域団体、職員
が迅速に行動するための訓練を行いました。

2 地域福祉活動の推進

・�判断能力に支障がある方の福祉サービス利用や日常的な金銭管理等の支援、財産
管理や身上監護等の成年後見制度による支援に努めました。
・�新型コロナウイルス感染症の影響を受け、受付期間等が延長された生活福祉資金
特例貸付と鶴岡市の緊急小口資金拡充支援資金貸付について、関係機関等と連携
しながら迅速な対応に努めました。

3 生活支援事業

・�市民、利用者から信頼され選ばれる良質な福祉サービスの提供に努めるとともに、
各事業の現状分析を行いながら事業展開の検討、見直しを進めました。
・�職員や利用者への新型コロナウイルス感染予防対策を徹底するとともに、衛生環
境の整備を進め、安心・安全なサービス提供に努めました。

4 高齢者福祉、障がい者福祉事業

・�新型コロナウイルス感染症予防対策を講じながら子育て家庭への支援を行い、子
どもの健全育成を図りました。また、感染状況に合わせてリモートによる研修を
取り入れ、保育の質の向上に努めました。
・�学童保育所の入所希望児童の増加に対応するため、鶴岡市と協議を重ねながら受
入れ環境の整備に取り組みました。

5 児童福祉事業

災害ボランティアセンター研修会

なえづ生活介護事業所の様子
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収 入
合  計

3,465,715,831円

支 出
合  計

3,495,590,277円

地域包括支援センター事業
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負担金収入
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令和３年度 令和３年度 事業報告事業報告とと決算報告決算報告令和３年度 令和３年度 事業報告事業報告とと決算報告決算報告令和３年度 令和３年度 事業報告事業報告とと決算報告決算報告
藤
島
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
庄
内
農
業
高
等
学
校
生
徒
と
藤
島
地
域
の
高
齢
者
が
農
業
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
「
農
福
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
と
高
齢
者
が
一
緒
に
農
作
業
を
行
う
場
は
お
互
い
の
貴
重
な
交
流
の
機
会
と
な
り
、
作
業
に
よ
っ
て
は
高
齢
者
が
生
徒
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
場
面
等
も
あ
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

表
紙
に
つ
い
て



第5回 まちづくりはここから! 地域支え合いプラン
シリーズ

　「地域支え合いプラン」をもとに、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていける地域づくりのため、
各地域で様々な取組が行われています。今回は第四学区と黄金地区の取組の内容をご紹介します。

・町内会単位で抱えている課題に留意しながら啓発チラシ作成、座談会の開催など
第四学区日常生活見守りネットワーク事業ラプ ン １

・運営体制の検討、参加者増加のための周知方法と取組の検討など
第四学区会食交流会の充実事業ラプ ン ２

・「こがね地区見守りネットワーク」継続更新および周知拡大
・地区内の社会福祉施設や事業所、各教育機関と連携した見守り活動の実施

ラプ ン １ こがね見守りネットワーク拡大事業

・地域防災と地域福祉の連携についての情報交換
・地域住民による「こころの健康づくり応援団」（仮称）の立ち上げ
・空き家を利用した「こころの相談カフェ」（仮称）の開催

ラプ ン ２ 黄金地区福祉座談会の開催

黄金地区
地区の特徴　国指定名勝の「金峰山」や
「母狩山」等の麓に沿う形で立地してい
る自然豊かな地域。十の住民会で構成さ
れる。
人口 1,727　　世帯数573世帯

（令和4年3月現在）

第四学区
学区の特徴　十の町内会で構成され、
「上肴町」や「鍛治町」等の町内会名に
見られるように、商人や職人の町として
栄えてきた。小真木原公園や野球場、武
道館等の運動施設が整備されている。
人口 9,237人　　世帯数4,116世帯

（令和4年3月現在）
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見守り活動啓発チラシ
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鶴岡福祉センター� TEL�24-0053
藤島福祉センター� TEL�64-3100
羽黒福祉センター� TEL�62-4534
櫛引福祉センター� TEL�57-5300
朝日福祉センター� TEL�53-2795
温海福祉センター� TEL�43-2114

　鶴岡市障害者相談支援センター「にこころ」は、鶴岡市から基幹相談センターとして委託を受け、
障がいのある方の相談窓口として下記の事業を行っています。

　なんとなく生きづらい、人との関わりが上手くできない、身体的不自由なことにサポートが欲しいなど
相談も様々です。悩んでいたら、まずは「にこころ」にご相談ください。

愛称「にこころ」

〒997-0033鶴岡市泉町5番30号　
鶴岡市総合保健福祉センターにこ♥ふる2階
電話 0235－25－2794　FAX 0235－25－2476

鶴岡市障害者相談支援センター「にこころ」 にこころの情報は
Facebookから
ご確認いただけます

https://www.facebook.com/nicocoro2022

＊＊＊問合せ先＊＊＊

鶴岡市障害者相談支援センターが、身近で親しみや
すい相談窓口として周知されることを目的に、愛称
を公募し、「にこころ」に決定しました。
所在地である鶴岡市総合福祉センターにこ♥ふるの

「にこ」と、「こころ」をつなぐ支援を目指している
ことを結び付けた愛称です。

鶴岡市障害者相談支援センターに愛称がつきました

〇障害理解啓発、虐待防止、権利擁護など様々な研修の実施

〇個別課題の中から地域課題を掘り起こし、鶴岡市障害者地域自立支援協議会での協議・検討

〇聴覚に障害がある方の意思疎通支援として、手話通訳設置事業、手話奉仕員養成事業の実施

〇障害のある方が地域で生き生きと生活できるよう、福祉サービス利用についての計画相談支援
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この広報誌は、赤い羽根共同募金配分金と社協会費を財源に発行しています。

みなさまのご厚志に心より御礼申し上げます
（令和4年5月1日から令和4年6月30日までのご寄付を掲載しています）ご寄付ありがとうございました

★一般社会福祉事業へ
◎藤島福祉センターへ
・日本道路㈱日本海アスコン 様� 5,000円
◎櫛引福祉センターへ
・佐藤　榮一 様� タオル�50枚
★鶴岡市ボランティアセンター事業、他へ
・山形県退職公務員連盟鶴岡田川支部 様
� タオル�273枚
★鶴岡福祉センターへ（児童福祉事業へ）
・国際ソロプチミスト鶴岡 様� 100,000円
★鶴岡市高齢者福祉センターおおやまへ
・福村　直毅 様� 車椅子用クッション�1枚

★とようら老人デイサービスセンターへ
・三瀬第二班　ほっこり会 様
� タオル大�4枚、タオル小�50枚、
� ウェス�1箱、チラシごみ箱�200個
・中里　田鶴子 様
� 電動折りたたみベッド�1台、浴槽台�1台
・岩ゆり会 様� フェイスタオル�18枚、�
� バスタオル�2枚、チラシゴミ袋�825個
・三瀬三班仲宮会 様� ウェス�段ボール2箱分
・堅苔沢婦人会 様� 手作り新聞紙袋�500枚
★もみじが丘へ
・本間建設㈱ 代表取締役　本間 新之亟 様
� 200,000円

★はちもりへ
・堅苔沢婦人会 様
� 手作り新聞紙袋�300枚、タオル類�12枚
・三瀬第三地区会 様� ウエス�8kg
・佐藤　秀雄 様� パジャマ�2組、肌着�4枚、
� ズボン�3本、上着�1着
★訪問介護事業所へ
・匿名 様� 30,000円
★フードバンクへ
・共立社鶴岡生協 様� 食料品�225個
・つるおか森の時間 様� 食品・飲料品�28個


